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昆虫の卵黄蛋白質は、通例、雌脂肪体で合成された前駆体 (pro-vitellogenin，pro-Vg)が、体液中に放出され

(vitellogenin， Vg)、発育中の卵母細胞に取り込まれ (vitellin，Vn)てできる。しばらく前までは、卵黄蛋白質

は脹の発育に必要な養分にすぎないと考えられ、突然変異によるアミノ酸の置換が自由に起こり、類縁関係が

少し遠くなれば抗原の共通性は失われると考えられていた (Postlethwaitand Giorgi， 1985)。事実、シマメイガ

科(鱗麹目)の 2亜科6属7種について調べた結果では、亜科を越えると抗原共通性がみられなくなると報告

されている (Shirk，1987)。しかしながら、最近の Vg遺伝子の研究によれば、線虫 (Caenorhabditiselegans)、

ウニ (Storongylocentrotuspurpuratus)、ニワトリ (Gallusgallus)、アフリカツメガエル (Xenopuslaevis)、ト

ノサマバッタ (Locustarnigratoria)などの聞で遺伝子の共通性の保存が認められている (Blumenthaland 

Zucker-Aprison， 1987; Wahli， 1988)。
膜麹目昆虫の卵黄蛋白質についての研究は、これまでほとんど細腰亜日 (Apocrita)のヨウシュミツバチ (Apis

rnellifera)に限られ、同種は同日昆虫の代表として扱われてきた (Wheel巳rand Kawooya， 1990)。しかしながら、

膜麹日昆虫の進化を考えると、ミツバチは真社会性であること、植物食性であることなど、明らかに非常に特

殊化したグループであり、代表種とするには問題があると思われる。

我々は先に広腰亜日 (Symphyta)のカブラハバチ (Athaliarosae)について、卵形成過程を調べ、卵黄蛋白

質についても調べてきた (Hatakeyamaet al.， 1990; Hatakeyama and Oishi， 1990)。卵黄蛋白質は SDS-

PAGEで2本のポリペプチドL(分子量180kD)とS(50 kD)とに分けられ、それぞれに対する抗体が得られ

ている O この結果は、ヨウシュミツバチの Vgが分子量180kDの1本のポリペプチドからなる (Harnishand 

White， 1982; Wheeler and Kawooya， 1990)ことと対照的である O

昆虫の卵黄蛋白質は、その産生様式によって3グループに分けられてきた (Postlethwaitand Giorgi， 1985) 

大部分の昆虫では分子量が>200kDのpro-Vgが脂肪体でまず作られ、 180kDと50kD程度の大きさの2(な

いし数)本の Vgになる(グループ 1)。膜麹自昆虫では(とこれまで言われてきたヨウシュミツバチで、は)

180 kDのpro-Vgから同分子量の Vgができる(グループ2)。ショウジョウパエなどの高等双麹目では、 50

kD 位の数分子種の Vgができる(グループ3)。

昨年の本大会では、カブラハパチの Vgは雌脂肪体でL十S(>200 kD)のpro-Vgとしてまず産生されること

を報告した (Umesonoet al.， 1991)。この結果をふまえると、膜麹目昆虫は特殊であるというこれまでの考え

方には益々疑問を生じる。そこで、今回は広く膜麹目昆虫にって、卵抽出物の SDS-PAGEによる分析を行い、

また抗カブラハバチ LおよびS抗体を用いるウェスターンブロット法による解析を行った (Table1)。今回は

卵抽出物のみを用いており、成虫体液を用いていないので、検出された卵黄蛋白質がVnであるかの確認はし

ていなし、。材料は全て神戸市六甲山付近で採集したものである。

結果は次のようにまとめられる O

1 )広腰亜日では、広く L( 1ないし2本)と S(1 -3本)とが認められる。抗カブラハパチ L抗体は Lと

のみ、抗S抗体は Sとのみ反応する。この反応は科を越え、さらに上科を越えて殆ど例外なく認められる。

* Abstract of paper read at the 28th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， May 

22-23， 1992 (Okutama， Tokyo). 
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Table 1 Major yolk proteins in various hymenopt巴ranspecies and their reactions examined against anti-

Athalia rosae-L and -S vitellin (Vn) antibodies. 
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* Egg extracts were run on SDS-PAGE along with molecular size markers， and molecular weights (in kD) 
were estimated. Only major yolk prot巳inswere represented. Note that hemolymph samples were not ex-

amined and thus the“yolk proteins" do not necessarily represent vitellins 

* * Results of the Western blot analysis using the anti-Athalia rosae L and S vitellin antibodies prepared pre-
viously (Hatakeyama et al.， 1990) . Antibody dilutions were either X 1， 000 for L and X500 for S (positive 

results are shown by 十十)or XlOO for L and X50 for S (shown by +). 

+ L (J80) 

2 )細腰亜日では L(1 ~ 3本)のみが認められ、 Sは検出されない。多数の穫で、抗カブラハパチ Lおよび
S抗体との反応が検出される。反応は例外なく Lの1本とのみ起こり、多くの場合抗Lおよび抗 S抗体の両者

が反応する O

以上の結果から、膜麹目昆虫では VgおよびVnはよく保存されていることが明らかである。 昨年の大会発

表の結果、および今回の結果を合わせると、広腰亜日では Vg遺伝子は一つの単位として転写、翻訳され、産
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物ポリペプチドが切断され、ーガ、細腹立五日では、基本的にはよく保存された遺伝子を持ちながら、その産物

ポリペプチドが切断されなくなっているものと怒われる O なお、上記2)の結果から、主望書卵黄蛋白質に Vn

以外のものがあることが示唆され、成虫体液の分析が必要なことは明らかである。
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